
「
夏
の
チ
ン
電
」

玉
出
東
１
丁
目
付
近
に
て
撮
影

特集
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動
物
園
前
駅
所
在
地
：
西
成
区
太
子
1
丁
目
6
番
12
号

話
し
手
：
駅
長
代
行　

西
岡
康
明
氏

記
録
場
所
：
動
物
園
前
駅
長
室

取
材
日
時
：
６
月
15
日　

11
：
50
～
12
：
30

大
阪
北
部
震
災
に
も
め
げ
ず

　

新
今
宮
駅
周
辺
は
大
阪
、難
波
、天
王
寺
駅
に
次
ぐ

有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
。
JR
西
日
本（
環
状
線
・
大
和
路

線
）、南
海
電
気
鉄
道（
本
線
・
高
野
線
）、大
阪
メ
ト
ロ（
御

堂
筋
線
・
堺
筋
線
）、阪
堺
電
気
軌
道（
阪
堺
線
）と
、各
鉄

道
会
社
が
浪
速
区
お
よ
び
西
成
区
界
線
上
に
勢
ぞ
ろ
い

す
る
。
そ
し
て
こ
の
区
界
界
隈
に
は
通
天
閣
・
天
王
寺

公
園
・
天
王
寺
動
物
園
・
市
立
美
術
館
・
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン

横
丁
・
ス
パ
ワ
ー
ル
ド
な
ど
異
界
と
も
い
え
る
文
化
、観

光
施
設
や
商
業
施
設
が
集
合
す
る
。

　
『
区
界
浄
土
』最
終
回
は
、西
成
区
と
浪
速
区
の
か
な

め
と
な
る
鉄
道
集
積
地
を
訪
ね
る
。
各
鉄
道
会
社
の
情

報
量
が
多
く
、今
回
の
テ
ー
マ
に
限
り
２
回
に
分
け
て

掲
載
す
る（
次
回
は
10
月
号
の
予
定
）。
私
た
ち
の
趣
旨

は
、各
鉄
道
を
利
用
す
る
乗
降
客
が
、他
の
機
関
に
乗
り

換
え
た
後
ど
の
方
面
に
移
動
し
て
い
く
の
か
、そ
ん
な

追
跡
結
果
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
鉄

道
会
社
か
ら
は
、残
念
な
が
ら
該
当
す
る
調
査
実
績
は

な
い
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
平
成
27
年

度
国
土
交
通
省
が
一
部
乗
り
換
え
移
動
調
査
の
結
果
を

発
表
し
た『
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
』（
※
）を
参
考
に
し
た
。

　

な
お
こ
の
取
材
時
期
、
大
阪
北
部
地
震
に
遭
遇
し
、

各
鉄
道
会
社
の
緊
急
災
害
対
策
事
態
と
重
な
り
、鉄
道

広
報
担
当
諸
氏
の
多
忙
な
折
り
に
、た
い
へ
ん
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
。
ご
厚
意
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

【 

Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ　

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ 

】

　

地
下
鉄
利
用
者
の
出
入
口
階
段
は
全
９
か
所
あ
る
。

「
動
物
園
前
駅
」の
所
属
は
、天
王
寺
駅
務
運
輸
事
務
所

で
、堺
筋
本
町
管
区
駅
と
な
っ
て
い
る
。
動
物
園
前
駅

は
、御
堂
筋
お
よ
び
堺
筋
の
両
線
駅
を
持
ち
、JR
を
は

じ
め
、南
海
電
気
鉄
道
が
停
車
す
る「
新
今
宮
駅
」、チ

ン
電
こ
と
阪
堺
電
気
軌
道
阪
堺
線「
新
今
宮
駅
前
」（
旧

霞
町
）な
ど
、JR
、私
鉄
各
駅
に
接
続
す
る
要
所
だ
。

　

動
物
園
前
駅
の
特
色
は
、
天
王
寺
公
園
や
動
物
園
、

通
天
閣
な
ど
、家
族
連
れ
が
中
心
と
な
る
休
日
の
乗
降

客
が
多
く
、最
近
は
中
国
、韓
国
、東
南
ア
ジ
ア
系
の
観

光
客
が
大
量
に
訪
れ
、こ
れ
ま
で
の
５
～
６
倍
に
も
増

え
て
い
る
。
生
活
習
慣
や
文
化
性
の
違
い
か
ら
く
る
ト

ラ
ブ
ル
も
、悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
愛
隣

地
区
独
特
の
、終
日
酒
に
酔
っ
た
男
た
ち
が
駅
の
周
辺

を
徘
徊
し
、乗
降
客
や
通
行
人
へ
の
迷
惑
行
為
な
ど
も

あ
る
の
で
、警
察
と
密
接
な
連
携
を
と
り
、万
全
な
対

処
を
実
施
し
て
い
る
と
西
岡
さ
ん
は
話
す
。

　

2
0
1
6
年
11
月
に
行
わ
れ
た
地
下
鉄
独
自
調
査
に

よ
る
と
、
御
堂
筋
・
堺
筋
線
両
動
物
園
前
駅
を
利
用
す

る
乗
降
客
は
終
日
2
6
1
0
7
名（
乗
車
1
3
3
2
6
、

降
車
1
2
7
8
1
）あ
る
と
い
う
。
そ
の
内
訳
は
、朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
時（
8
～
9
時
）の
総
数
が
2
8
5
4
名（
乗

車
2
0
8
4
、降
車
7
7
0
）、夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
時（
17

～
18
時
）の
総
数
が
2
0
9
1
名（
乗
車
8
9
9
、降
車

　

地
図
帳
の
凡
例
で
は
、
市
区
町
な
ど
を
分

け
る
境
界
線
を
「
市
区
町
村
界
」
と
称
し
、
二

点
鎖
線（

—

‥

—

）で
あ
ら
わ
す
。
西
成
区
は

６
つ
の
行
政
区（
大
正
・
浪
速
・
天
王
寺
・
阿
倍

野
・
住
吉
・
住
之
江
）と
接
し
、
西
は
木
津
川
、

東
は
上
町
台
地
、
北
は
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
南

は
港
湾
部
に
誘
導
す
る
動
線
を
も
つ
街
で
あ

る
。『
な
び
』創
刊
当
初「
に
し
な
り
の
境
界
線
」

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
た
。
西
成
に
接

す
る
境
界
線
上
に
何
か
を
発
見
す
る
試
み
だ
っ

た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
境
界
シ
リ
ー
ズ
「
区

界
浄
土　

ニ
シ
ナ
リ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
を
考
え

て
み
た
。

区
界
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

佐
々
木
敏
明
／
安
田
拓
也

異界のターミナル6-1

特集

西成区

浪速区

南
海
本
線
・
高
野
線

地
下
鉄
堺
筋
線

至
南
森
町
駅

阪
堺
線

至
住
吉

至
天
下
茶
屋
駅

至
な
ん
ば
駅

至
梅
田
駅

至大阪

至天王寺
大阪環状線・大和路本線

地下鉄御堂筋線

JR 新今宮駅
新今宮駅前

動物園前駅

※
南
海
電
車
お
よ
び
JR
両
広
報
担
当
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、国
交

省「
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
」を
引
用
し
た
。
本
稿
で
参
考
と
し
た
数

字
は
す
べ
て
終
日
の
人
口
動
態
で
あ
る
。 

ＪＲ新今宮駅（浪速区より）

3 23 22



新
今
宮
駅
所
在
地
：
大
阪
市
浪
速
区
恵
美
須
西
3
丁
目

17
の
1 

話
し
手
：
総
務
部
総
務
課
広
報
担
当　

松
本
氏

記
録
場
所
：
電
話
取
材

取
材
日
時
：
６
月
17
日　

15
：
40
～
16
：
00

JR
大
阪
環
状
線
新
今
宮
駅
の
乗
り
換
え
デ
ー
タ
を
読

む（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

大
阪
環
状
線
は
乗
り
換
え
規
模
が
大
き
い
の
で
、乗

り
換
え
客
数
の
多
い
鉄
道
線
名
だ
け
を
記
し
て
お
く
。

環
状
外
回
り
か
ら
関
西
本
線
下
り
ホ
ー
ム
へ
の
乗
り
換

え
客
59
名
は
八
尾
・
法
隆
寺
方
面
、関
西
本
線
上
り
ホ
ー

ム
へ
の
乗
り
換
え
客
2
1
6
9
名
は
JR
難
波
駅
方
面
と

1
1
9
2
）と
な
っ
て
い
る
。　

　

朝
の
当
駅
が
最
終
降
車
駅
、或
い
は
夕
方
以
降
こ
こ

か
ら
乗
車
す
る
人
た
ち
は
、西
成
警
察
署
、社
会
医
療

セ
ン
タ
ー
、ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
な
ど
駅
周
辺
の
施
設

の
通
勤
者
や
、近
隣
高
校
の
通
学
生
徒
た
ち
と
想
像
す

る
。
両
線
を
通
じ
、北
か
ら
く
る
乗
客
の
う
ち
JR
新
今

宮
駅
方
面
へ
の
乗
り
換
え
客
は
少
な
い
と
西
岡
さ
ん
は

見
て
い
る
。
ま
た
南
か
ら
の
乗
客
は
、堺
筋
線「
天
下
茶

屋
駅
」、御
堂
筋
線「
百
舌
鳥
駅
」方
面
だ
が
、地
下
鉄
よ

り
南
海
電
車
の
同
駅
を
利
用
す
る
客
が
圧
倒
的
に
多
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

御
堂
筋
線
動
物
園
前
駅
の
乗
り
換
え
デ
ー
タ
を
読
む

（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

地
下
鉄
御
堂
筋
線
動
物
園
前
駅
の
上
り
ホ
ー
ム
か
ら
、

同
堺
筋
線
の
上
り
ホ
ー
ム
に
乗
り
換
え
す
る
乗
客
は

6
8
3
3
名
で
、堺
筋
本
町
駅
・
南
森
町
駅
・
東
梅
田
駅

方
面
へ
の
通
勤
者
と
考
え
ら
れ
る
。
同
駅
か
ら
堺
筋
線

下
り
ホ
ー
ム
へ
の
乗
り
換
え
乗
客
は
3
3
7
名
で
こ
ち

ら
は
天
下
茶
屋
方
面
だ
。
ま
た
御
堂
筋
線
下
り
ホ
ー
ム

か
ら
堺
筋
線
上
り
ホ
ー
ム
に
乗
り
換
え
る
乗
客
は
24
名
、

下
り
ホ
ー
ム
へ
の
乗
客
は
28
名
で
、上
り
が
堺
筋
本
町

駅
・
南
森
町
駅
・
東
梅
田
駅
方
面
、下
り
は
天
下
茶
屋
方

面
に
進
む
と
み
ら
れ
る（
こ
の
他
の
鉄
道
路
線
へ
の
乗

り
換
え
デ
ー
タ
は
な
い
）。

堺
筋
線
動
物
園
前
駅
の
乗
り
換
え
デ
ー
タ
を
読
む

（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

堺
筋
線
上
り
ホ
ー
ム
か
ら
御
堂
筋
線
上
り
ホ
ー
ム
に

乗
り
換
え
る
乗
客
は
3
1
7
名
で
、こ
ち
ら
は
な
ん
ば

駅
・
心
斎
橋
駅
・
淀
屋
橋
駅
・
梅
田
駅
方
面
。
堺
筋
線
上

り
ホ
ー
ム
か
ら
御
堂
筋
線
下
り
ホ
ー
ム
に
向
か
う
乗
客

6
1
1
名
は
天
王
寺
駅
・
長
居
駅
・
中
百
舌
鳥
駅
方
面
に

向
か
う
よ
う
だ（
堺
筋
線
下
り
ホ
ー
ム
か
ら
御
堂
筋
線

上
り
お
よ
び
下
り
の
乗
り
換
え
デ
ー
タ
は
な
い
）。

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社 

】　

　

JR
新
今
宮
駅
の
開
業
は
1
9
6
4
年
3
月
で
、大
阪

環
状
線
お
よ
び
関
西
本
線（
大
和
路
線
）が
乗
り
入
れ
る
。

68
年
、天
王
寺
駅
―
新
今
宮
駅
間
の
複
々
線
化
に
よ
っ

て
、
大
阪
環
状
線
と
関
西
本
線
の
両
停
車
駅
と
な
る
。

近
年
、大
阪
環
状
線
内
で
は
各
駅
に「
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

が
導
入
さ
れ
た
。
新
今
宮
駅
で
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の「
第

９
交
響
曲
第
２
楽
章（
家
路
）」が
採
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、通
天
閣
界
隈
が〝
新
世
界
〟と
呼
び
親
し
ま
れ
て
き

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、環
状
外
回
り
か
ら
南
海
本
線
上

り
ホ
ー
ム
へ
の
乗
り
換
え
客
1
0
7
名
は
難
波
駅
方
面
、

南
海
本
線
下
り
ホ
ー
ム
へ
の
乗
り
換
え
客
2
1
6
9

名
は
堺
駅
・
和
歌
山
市
駅
方
面
と
見
る
。
環
状
内
回
り

か
ら
南
海
本
線
下
り
へ
の
1
9
0
3
名
も
同
様
だ
。
南

海
高
野
線
の
下
り
へ
の
乗
車
客
は
2
2
6
7
名
で
、こ

ち
ら
は
天
下
茶
屋
駅
・
堺
東
駅
方
面
。
地
下
鉄
御
堂
筋

線
上
り
へ
は
1
1
0
名
が
大
国
町
駅
・
な
ん
ば
駅
方
面
。

環
状
外
回
り
か
ら
堺
筋
線
の
上
り
3
0
0
名
も
北
方
向

を
目
指
す
。
環
状
内
回
り
か
ら
チ
ン
電
こ
と
阪
堺
電
気

軌
道
下
り
に
乗
る
33
名
は
住
吉
・
我
孫
子
道
方
面
に
向

か
う
。

関
西
本
線
新
今
宮
駅
の
乗
り
換
え
デ
ー
タ
を
読
む

（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

関
西
本
線
の
下
り
乗
客（
JR
難
波
方
面
）が
、新
今
宮

駅
で
環
状
外
回
り
を
利
用
す
る
数
は
7
8
2
5
名
で
、

大
正
駅
、西
九
条
駅
、大
阪
駅
な
ど
北
方
面
に
向
か
う
。

関
西
本
線
下
り
新
今
宮
駅
か
ら
地
下
鉄
堺
筋
線
上
り
を

利
用
す
る
乗
客
2
4
4
6
名
は
、堺
筋
本
町
駅
・
南
森
町

駅
・
東
梅
田
駅
方
面
に
向
か
う
。
ま
た
南
海
本
線
下
り

へ
の
乗
客
1
9
2
2
名
は
堺
駅
・
和
歌
山
駅
方
面
に
向

か
う
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
く
南
海
高
野
線
下
り
ホ
ー
ム

へ
は
1
8
3
9
名
が
天
下
茶
屋
駅
・
堺
東
駅
方
面
に
移

動
す
る
。
こ
の
項
目
で
は
環
状
線
、阪
堺
線
、地
下
鉄
御

堂
筋
線
な
ど
の
路
線
デ
ー
タ
が
少
な
い
。

　

な
お
次
回（
10
月
号
）で
は
、「
阪
堺
電
気
軌
道
株
式
会

社
」及
び「
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
」に
お
け
る
乗
降

客
動
向
を
お
伝
え
し
た
い
。

文
責
：
佐
々
木
敏
明

表
組
作
成
：
安
田
拓
也

た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
西
成
愛
隣
地
区
の
ス
ピ
ー
カ
か

ら
も
第
２
楽
章
が
流
れ
、作
曲
家
が
ア
メ
リ
カ
紀
行
を

も
と
に
創
作
し
た「
第
9
交
響
曲〝
新
世
界
よ
り
〟」が

西
成
区
側
に
越
境
し
て
い
る
。

　

さ
て
新
今
宮
駅
乗
客
の
動
向
で
あ
る
。
松
本
氏
の

話
で
は
、17
年
度
新
今
宮
駅
で
の
利
用
客
の
1
日
に
つ

い
て
い
え
ば
、切
符
、割
引
切
符
や
回
数
券
な
ど
を
利

用
す
る
乗
客
は
2
4
8
2
2
名
、定
期
券
の
利
用
客
は

4
0
8
2
2
名
で
合
計
6
5
6
4
4
名
。
こ
れ
に
往
復

で
利
用
す
る
乗
客
ら
の
数
を
合
計
数
の
2
倍
と
し
て
加

算
す
る
ら
し
く
、そ
う
す
る
と
13
万
名
以
上
の
乗
降
客

と
な
る
。

（上）各鉄道線乗換動態表（下左）大阪メトロ堺筋・御堂筋線乗降口（下右）JR新今宮駅

鉄道
会社 駅名 到着駅・線（from） 乗換駅・線（to） 人数 行き先

大
阪
メ
ト
ロ

動
物
園
前
駅

御堂筋線

上り線から 堺筋線
上り線へ 6,833 堺筋本町・南森町・東梅田駅方面

下り線へ 337 天下茶屋駅方面

下り線から 堺筋線
上り線へ 24 堺筋本町・南森町・東梅田駅方面

下り線へ 28 天下茶屋駅方面

堺筋線 上り線から 御堂筋線
上り線へ 317 なんば・心斎橋・淀屋橋・梅田駅方面

下り線へ 611 天王寺・長居・中百舌鳥駅方面

Ｊ
Ｒ
西
日
本
鉄
道
㈱

新
今
宮
駅

環状線

環状外回り 
から

関西本線
下り線へ 59 八尾・法隆寺方面

上り線へ 2,169 JR難波駅方面

南海本線
上り線へ 107 難波方面

下り線へ 2,169 堺・和歌山市駅方面

堺筋線 上り線へ 300 堺筋本町・南森町・東梅田駅方面

環状内回り 
から

南海本線 下り線へ 1,903 住吉駅・我孫子道駅方面

南海高野線 下り線へ 2,267 天下茶屋・堺東駅方面

御堂筋線 上り線へ 110 大国町・難波方面

阪堺電気軌道 下り線へ 33 住吉駅・我孫子道駅方面

関西本線
下り線 

（難波方面）
から

環状線 外環状線へ 7,825 大正・西区上・大阪駅方面

堺筋線 上り線へ 2,446 堺筋本町・南森町・東梅田駅方面

南海本線 下り線へ 1,922 堺・和歌山駅方面

高野線 下り線へ 1,839 天下茶屋・堺東駅方面

【 

JR

左のビルから階段を経て御堂筋・堺筋線へ。右の高架下に JR 新今宮
駅東口
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鶴
見
橋
中
学
校（
以
下
、「
鶴
中
」）が
今
年
６
月
23

日
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
予
定
で
し
た
が
、若

い
先
生
へ
の
取
材
の
な
か
で
、他
の
中
学
校
と
の
違

い
や
、大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。と
い
う
こ
と
で
、今
回
は
、現
在
の
鶴

中
の
様
子
や
日
々
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

素
直
さ
は
代
え
が
た
い

　

鶴
中
の
最
大
の
特
徴
は
、嫌
な
こ
と
は「
嫌
」と
言

え
る
生
徒
た
ち
の
素
直
さ
で
す
。率
直
さ
と
も
言
え

そ
う
で
す
が
、生
徒
同
士
や
先
生
と
の
心
理
的
な
障

壁
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。た
と
え
ば
、ク
ラ

ス
に
馴
染
め
な
く
て
孤
立
し
て
い
る
子
が
い
た
り
、

仲
間
が
困
っ
て
い
た
り
す
る
と
、誰
と
い
う
こ
と
な

く
ど
の
生
徒
も
自
然
に
そ
ば
に
寄
り
添
う
や
さ
し

さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。頑
張
っ
て
い
る
仲
間
を
支
え

応
援
す
る
素
直
さ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

先
生
と
の
関
係
で
は
、友
達
感
覚
で
フ
ラ
ン
ク
に

接
し
て
い
る
子
が
多
い
よ
う
で
す
。馴
れ
合
い
の
よ

う
に
見
え
て「
指
導
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
保
護
者

の
声
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、率
直
に
意
見
や
気
持
ち

を
伝
え
て
く
れ
る
関
係
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た

い
そ
う
で
す
。他
校
で
は
、先
生
の
発
言
や
指
導
に

は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
強
く
、

そ
の
半
面
で
、本
当
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
が
多
く
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、職
業
体
験
や
中
学
卒
業
後
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
様
子
を
見
て
い
る
と
、校
外
で
は
き
っ
ち
り
と
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
て
い
る
よ
う
な
の
で
、あ
ま
り
心
配

し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
、と
個
人
的
に
は
思
い
ま

す
。

や
り
方
を
変
え
て
み
よ
う

　

鶴
中
に
転
勤
さ
れ
て
き
た
先
生
の
多
く
は
、担
任

や
授
業
を
持
つ
と
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
自
分
の

方
法
が
通
用
し
な
く
て
、と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
そ

う
で
す
。そ
れ
は
、先
生
の
指
示
や
指
導
を
無
批
判

に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
が

理
解
し
納
得
す
る
ま
で
そ
の
理
由
や
説
明
を
生
徒

た
ち
が
求
め
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

先
生
た
ち
も
考
え
ま
す
。自
分
が
経
験
し
て
き
た

や
り
方
を
押
し
付
け
る
だ
け
で
は
心
を
開
か
な
い
し
、

学
校
の
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
こ
と
に
拘
り
す
ぎ
る
と
、

そ
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
生
徒
が
学
校
に
来
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、各
自
が
生
徒
に

合
わ
せ
て
寄
り
添
い
、朝
か
ら
勉
強
会
、テ
ス
ト
前

で
ク
ラ
ブ
が
な
い
土
日
に
部
員
対
象
の
勉
強
会
、居

場
所
を
つ
く
る
た
め
に
放
課
後
も
生
徒
と
か
か
わ

る
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
と
、入
学
時
に
は

困
ら
さ
れ
た
生
徒
た
ち
も
卒
業
時
に
は
大
き
く
成

長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

地
域
と
の
連
携
を
深
め
て
い
こ
う

　

そ
ん
な
鶴
中
で
す
が
、少
子
化
で
ク
ラ
ス
も
教
師

も
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
成
果
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

取
り
組
み
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
キ
ー
と
な
る
の
が「
地
域
連
携
」で
す
。

毎
月
の「
防
災
お
に
ぎ
り
デ
ー
」や
学
期
ご
と
に
実

施
さ
れ
る「
朝
の
あ
い
さ
つ
行
動
」へ
の
参
加
者
が

増
え
て
き
て
お
り
、ま
た
防
災
合
宿
の
実
施
な
ど
、

に
し
な
り
隣
保
館
と
の
関
わ
り
も
強
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

地
元
の
諸
団
体
と
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
と
、学

校
を
中
心
に
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く

環
境
が
整
っ
て
き
ま
す
。70
周
年
を
迎
え
た
鶴
中
と

の
連
携
を
深
め
、地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
責
：
寺
嶋
公
典

子
育
て
に
取
り
組
む
人
・
団
体
・
施
設
を
紹

介
し
て
、
子
ど
も
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
ま
す
！

[ 沖田一志 ] 今日は車のない一日を過ごしました。
車の都合が悪かったのと、運転が面倒だったから。
地下鉄、私鉄、JR、バスで往復してきました。考
え事したり、寝たり、気楽でいいものでした。

鶴
中
が
70
年
か
け
て
築
い
て
き
た
も
の

第15回

防災おにぎりデー後の生徒たちとボランティアのみなさん鶴中で奮闘中の前田先生（左）と川島先生（右） 生徒を見守り続ける校舎

[ 佐々木敏明 ]  
明けやすく老い深うする浅眠り
五月闇いにしえ離宮の貌を掘る
さがせども寝屋定まらぬつばくらめ

[ 田岡秀朋 ]   思いのほか楽しめた W 杯も明後日の
フランス VS クロアチアで終わる。応援していたア
イスランドも日本も気持ちのいい負けっぷりだった。
とはいえ、１番の驚きはドイツのリーグ敗退だった。
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[ 寺島史視 ] 夏がやってきた ! 海・プール・花火・
祭り・ＢＢＱ・ビアーガーデンのシーズンが到来。
今年の夏も盛大に盛り上がろう！まずは、どれか
ら始めてみようかな？きっと全部は無理だろう。

だ
い
じ
な
と
き
に

ハ
ナ
レ
バ
ナ
レ
に
な
っ
た
人
と
ま
ち
。

く
ら
し
の
窓
か
ら
、紡
ぐ
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
る
。

[ 谷口円 ] 知り合いがやっている喫茶とカレーの
お店「げしとうじ」。長屋を改装した店内の縁側、
中庭が見える１人席で久々にカレーを食べまし
た。すごく落ち着きます。西田辺に行く際はぜひ。

[ 安田拓也 ] 都市計画に革命を起こした J･ ジェイ
コブズという人は一生活者として、トップダウン
の空虚化してゆく“都市”に「暮らしや文化とは

“複雑性の問題”なのだ」と異議を唱えた。

[ 西田吉志 ] さぁ、夏も本番ですね。今年は海や
川に行くぞ。西成区北西部の盆踊り大会も近づい
てきました。８月３日（金）・４日（土）午後７
時から長３公園（長橋３－７）で開催します。

　
先
の
大
阪
北
部
地
震
や
記
録
的
豪
雨
に
は
自
然
の
大
き
さ

に
言
葉
を
失
っ
た
。そ
こ
で
、有
事
で
も
冷
静
に
な
れ
る
よ
う
、

地
震
に
関
す
る
建
物
の
お
話
を
少
々
。

　
建
物
は「
何
が
あ
っ
て
も
倒
れ
な
い
こ
と
」よ
り
も
、避
難
時
間
を
つ
く
っ

て「
人
命
を
守
る
こ
と
」を
優
先
し
て
い
る
。だ
か
ら
数
百
年
に
一
度
の
超

大
型
地
震
を
想
定
し
た
強
度
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
際
限
な
く

掛
か
る
費
用
と
日
常
を
快
適
に
過
ご
す
の
に

必
要
な
性
能
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
木
造
建
物
は
、一
部
を
取
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
し
な
や
か
さ
を
持
っ
て
お

り
、二
次
災
害
と
し
て
想
定
さ
れ
る
火
事
に

対
し
て
も
、炭
と
な
っ
て
建
物
の
形
を
維
持

し
建
物
内
に
空
間
を
確
保
す
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
鉄
骨
よ
り
も
良
い
材
料
だ
と
も
言

え
る（
※
法
律
に
基
い
た
所
定
の
部
材
寸
法

が
必
要
）。ひ
び
割
れ
も
見
栄
え
が
悪
か
っ
た

り
雨
漏
り
の
心
配
が
あ
っ
た
り
す
る
も
の
の
、

建
物
自
体
の
強
度
に
は
関
係
な
く
、ひ
と
ま

ず
安
心
し
て
良
い
も
の
も
あ
る
。

　
少
し
頭
の
片
隅
に
置
い
て
も
ら
え
る
と
、

不
安
を
和
ら
げ
、大
事
な
判
断
の
た
め
に
費

や
す
時
間
も
で
き
る
は
ず
。　   

（
安
田
拓
也
）

青木 英男（あおき ひでお）さん
　平日は地域の公営住宅の除草作業をしている青木さん。
病院に通うこともなく本当に元気で、いつもニコニコ笑
顔が絶えず、お願い事をされても「いいよ～」と笑顔で引
き受けてくれます。休日は自宅で映画鑑賞。高

たかくらけん

倉健さんや
豊
とよ だ こ う じ

田孝治さん出演の邦画に夢中なのだそうです。
　健康のために仕事をする平日と自分の趣味を満喫する休
日。今回は「ニコニコ笑顔」のおとなりさんのご紹介でした。

（左）焼け残った木造の骨組み  （右）壁のひび割れは建物の強度にあまり関係ない

『西成区　銭湯』と検索すると、20件以上がヒットする。その数は他の地域と比べても群をぬいてい
て、「西成は銭湯多いなぁ」という声をよく聞く。そこで、それぞれの銭湯の特徴やオーナーのこだわ
り、歴史などを取材し、西成区の銭湯の魅力に迫っていく。少し銭湯に行きたくなるコーナー。

　

JR
今
宮
駅
か
ら
南
へ
。
国
道
43
号
線
を

南
開
交
差
点
で
渡
り
、
し
ば
ら
く
南
下
。

サ
ウ
ナ
／
電
気
風
呂
／
水
風
呂
／
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
／
雑
貨
販
売
コ
ー
ナ
ー
／
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
が
併
設
さ
れ
、
な
ん
と
サ

ウ
ナ
は
無
料
。
サ
ウ
ナ
の
奥
、
煙
突
下

の
小
窓
か
ら
見
え
る
よ
う
、
植
物
が
一
杯

飾
っ
て
い
て
、
良
い
雰
囲
気
。

　
「
お
風
呂
屋
さ
ん
も
の
が
た
り
」
第
５

回
は
出
城
温
泉
代
表
・
山
下
安
昭
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

山
下
さ
ん
は
２
代
目
、
出
城
温
泉
を
経

営
す
る
以
前
は
お
隣
の
浪
速
区
の
『
第
５

温
泉
』
を
経
営
し
て
い
た
が
、
10
年
前
に

出
城
温
泉
を
購
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
浪
速
区
と
西
成
区
で
20
年
間
銭
湯
を

経
営
し
て
い
る
の
は
す
ご
い
な
と
感
じ

た
。

　

出
城
温
泉
が
面
す
る
通
り
は
往
来
が
多

く
、
い
ろ
ん
な
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

雰
囲
気
が
あ
る
。
営
業
時
間
が
14
時
半

〜
24
時
と
遅
く
ま
で
営
業
さ
れ
て
い
る

の
で
、
常
連
以
外
に
も
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。
利
利
用
客
は
１
日
１
２
０
〜

１
３
０
人
が
現
状
、
そ
れ
を
下
回
る
と
運

営
が
厳
し
い
と
い
う
。
し
か
し
現
在
は
少

し
ず
つ
利
用
客
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

年
齢
層
を
見
る
と
、
子
ど
も
や
若
者
は

と
て
も
少
な
く
、
高
齢
の
方
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。
昔
は
お
風
呂
屋
さ
ん
に
行
き
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
楽
し
く
お
喋
り
を
し
、

賑
や
か
だ
っ
た
が
、
今
は
ご
近
所
さ
ん
の

挨
拶
や
ち
ょ
っ
と
し
た
談
笑
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
浴
場
内
は
静
か
な

雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
の

家
に
は
内
風
呂
が
あ
る
の
で
、
家
族
連
れ

の
利
用
客
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
主
な

理
由
の
よ
う
だ
。
子
ど
も
同
士
の
会
話
や

親
子
な
ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
会
話

が
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
環
境
の
変
化
に

よ
っ
て
利
用
客
の
伸
び
悩

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ

う
だ
。

　

最
後
に
、
山
下
さ
ん
は
、

銭
湯
を
経
営
す
る
場
合
、

家
族
で
経
営
を
す
る
ほ
う

が
良
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
修
理
で
も
業
者
に

依
頼
し
て
し
ま
う
と
費
用

が
高
額
に
な
る
た
め
、
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

大
変
だ
が
銭
湯
を
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
大
切
な

こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

汗
ダ
ラ
ダ
ラ
の
夏
、
真
っ
盛
り
の
こ
の

季
節
。
銭
湯
の
風
呂
に
浸
か
っ
て
汗
を
流

せ
ば
気
分
も
爽
快
！ 

家
の
お
風
呂
で
は

味
わ
え
な
い
雰
囲
気
や
心
地
よ
さ
を
出
城

温
泉
で
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

五
軒
目  

出
城
温
泉

住
所

：

西
成
区
出
城
２
の
１
の
４

電
話

：0
6
-6
5
6
1
-0
7
6
8

営
業
時
間

：

14
時
30
分
〜
24
時
00
分

定
休
日

：

金
曜
日

料
金

：

大
人
４
４
０
円
・
中
学
生
３
０
０
円
・

小
学
生
１
５
０
円
・
幼
児
60
円

89



　

報
道
機
関
な
ど
の
世
論
調
査
も
、
最

近
で
は
毎
月
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
る
か

ら
一
喜
一
憂
し
て
し
ま
う
。
最
近
の
特

徴
は
、
高
止
ま
り
だ
っ
た
安
倍
支
持
が

低
位
安
定
に
な
り
、
自
民
支
持
も
30
％

台
で
揺
れ
幅
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
こ
ん
な
数
字
だ
と
、小
選
挙
区
の

自
民
議
員
も
お
い
そ
れ
と
安
倍
降
ろ
し

に
走
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、妙
に
安
定

し
て
い
る
さ
ま
は
、ト
ラ
ン
プ
現
象
と

似
て
い
る
。人
気
は
な
い
が
顧
客
は
し
っ

か
り
し
て
い
る
。
一
方
、野
党
第
一
党
の

立
憲
民
主
党
は
、
調
査
に
よ
っ
て
数
字

は
若
干
異
な
る
が
、10
％
前
後
で「
横
ば

い
」状
態
だ
。
安
倍
批
判
票
を
さ
ほ
ど
取

り
込
め
て
い
な
い
が
、新
党
な
分
だ
け

他
の
野
党
よ
り
新
鮮
に
映
り
、
安
倍
批

判
票
の
分
散
を
食
い
止
め
て
い
る
。
５

月
連
休
前
後
の
審
議
拒
否
も
、
ひ
と
ま

ず
世
論
の
後
押
し
を
受
け
た
が
、も
う

少
し
長
引
け
ば「
ブ
ー
メ
ラ
ン
」に
な
る

予
兆
が
あ
っ
た
。疑
惑
追
及
な
ど「
政
局
」

と
同
時
に
議
題
に
乗
っ
て
い
た
働
き
方

改
革
な
ど「
政
策
」を
両
立
で
き
な
い
と
、

立
憲
の
支
持
は
広
が
ら
な
い
し
、そ
の

う
ち
分
散
す
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、こ

こ
当
分
、立
憲
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

地
方
ご
と
の
世
論
調
査
を
目
に
す
る

こ
と
は
少
な
い
が
、大
阪
の
あ
る
民
間

機
関
の
調
査
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
少
々

驚
い
た
。
自
民
が
減
ら
し
て
い
る
の
は

全
国
共
通
だ
が
、
大
阪
だ
け
は
維
新
が

自
民
を
上
回
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

立
憲
が
支
持
を
増
や
し
て
い
る
の
も
全

国
共
通
だ
が
、
維
新
の
半
分
に
も
満
た

な
い
の
だ
と
言
う
。
公
明
や
共
産
は
立

憲
よ
り
う
ん
と
少
な
い
が
、こ
れ
は
あ

て
に
な
ら
な
い
。
大
阪
で
は
、安
倍
批
判

の
受
皿
は
依
然
、維
新
。
大
阪
市
議
選
の

議
席
が
定
数
４
か
５
と
し
て
、
自
民
と

公
明
の
１
議
席
は
確
実
。
残
る
１
〜
２

議
席
を
め
ぐ
っ
て
、
２
つ
目
を
狙
う
維

新
、立
憲
、共
産
が
し
の
ぎ
を
削
る
と
い

う
構
図
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

国
政
は「
安
倍
政
治
」が
争
点
で
、大

阪
で
は「
都
構
想
」が
争
点
と
予
想
す
る

人
が
多
く
、そ
の
場
合
、維
新
の
２
議
席

目
を
止
め
る
の
は
立
憲
だ
と
の
期
待
が

高
ま
り
始
め
る
と
思
う
。
だ
が
、立
憲
が

そ
ん
な
構
図
に
乗
っ
て「
都
構
想
×
」を

声
高
に
叫
ん
で
も
、
立
憲
は
埋
没
し
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、「
安
倍
政

治
を
問
う（
政
局
）」こ
と
も
、「
大
阪
の

課
題
を
問
う（
政
策
）」
も
中
途
半
端
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
、せ
っ
か
く
の
新
人

候
補
あ
る
い
は
新
党
候
補
な
の
に
、
何

と
も「
無
機
質
な
挑
戦
者
」に
見
え
て
し

ま
う
か
ら
だ
。

　

で
は
、ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う

か
と
、ボ
ク
は
考
え
た
。
一
つ
は
、都
構

想
に
は
総
合
区
と
い
う
対
案
を
示
し
、

「
反
対
だ
け
」の
野
党
か
ら
変
わ
っ
た
こ

と
を
示
す
こ
と
。
二
つ
は
、
橋
下
改
革

は
ち
ゃ
ん
と
評
価
す
る
が
、「
決
め
る
」

政
治
か
ら「
創
る
」政
治
の
段
階
に
入
っ

た
こ
と
を
、
具
体
案
を
示
し
て
提
案
す

る
こ
と
。
三
つ
は
、
万
博
や
カ
ジ
ノ
よ

り「
大
阪
の
貧
困
と
格
差
」の
解
消
が
優

先
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ

と
。
四
つ
は
、市
民
活
動
の
現
場
の
人
々

と
つ
な
が
っ
て
、「
市
民
＋
立
憲
」で
新

し
い
市
議
候
補
者
を
発
掘
す
る
こ
と（
そ

の
場
合
、
党
公
認
だ
け
で
な
く
推
薦
候

補
も
重
視
す
る
）。

　

あ
ら
あ
ら
、不
思
議
な
こ
と
に
、国
政

で
も
大
阪
市
政（
現
議
席
ゼ
ロ
な
の
に
）

で
も
、
立
憲
民
主
党
か
ら
目
が
離
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
く
に
、新
人
候

補
を
ど
れ
ほ
ど
擁
立
で
き
る
か
だ
。
そ

う
思
っ
て
い
る
の
は
、ボ
ク
だ
け
だ
ろ

う
か
。

政
党
支
持
率
は
ど
う
読
む
の
だ
ろ
う

冨田一幸

人間のしあわせ、福祉のあり方、そ
して新しい社会の結びつきを求め
て、これからも ｢いい湯かげん｣ の
テーマ探しに出かけます。

[ 山村裕太 ] タクシーで携帯を落としました。無
事見つかりましたが、携帯が無い期間は落ち着か
なかった反面、誰からも連絡がないので気楽でし
た。別に携帯いらんのちゃうかな。

[ 若松司 ] 橋爪・大澤著『げんきな日本論』（講談
社現代新書）に漢字と平仮名、片仮名に関する議
論があった。漢字をひらがなに崩す傾向への違和
感を整理するヒントになりそう。

「社会を知って」「社会に踏み出す」
そんな L’s  Co l lege  P lus の取り組みを

紹介していきます。

　６月21日（木）に開催された部落解放人権研究所の総会後の60

周年レセプションでのこと。設立当初の事務局スタッフや大阪の

運動の大先輩である大賀正行さんらのお話をうかがうことができ

た。大賀さんは、人工知能（ＡＩ）の話題に触れて、人権をわからせ

ないと差別が起こるかもわからないと話された。なんと柔らかい

頭なのか。80歳を越えるこの大先輩がそんなことを考えているこ

とに驚いた。63歳の私はそんなことを考えたこともなかった。

　差別とは何なのか？ いつの時代も、どんな時代でも様々な形で

差別は起こる可能性がある。確かにそのとおりだと思った。人工

知能を開発する人間が差別を起こさないよう考えてつくるのか？

今も運動のことを日々考えて活動する素晴らしい先輩が多くのこ

とを学ばせてくれる。　　　　　　　　　　　　　　　（寺本良弘）

　エルズ・カレッジ プラス（以下、「プラス」）
の外部実習は、エル・チャレンジの清掃訓練現
場を活用しています。実際のお客さんも利用す
る現場で、社会人マナーなど講座で学んだこと
を発揮しながら、やりがいや達成感を経験して
もらう狙いがあります。
　そんな日ごろの実習の成果を試すべく、７月
１日に堺市のビック・アイで開催された「エル
チャレ甲子園」に参加しました。その名の通り、
障がいのある方々が、それぞれの訓練現場や就
職先で磨いた日々の清掃技術を競う大会です。
個人戦の掃き掃除部門・拭き掃除部門・小便器
部門・洗面台部門と、団体戦の室内清掃部門が
あります。プラスからは４年生の２人が各個人
戦と団体戦にエントリーしました。２人は実習
以外の時間を使って練習しました。特に団体戦
への意気込みは強く、何度も何度も練習を重ね
てチームワークを高め、大会に備えていました。
　そして大会当日。いつもの現場とは違い、参
加者が競い合うなんとも言えない緊張感が漂う
中、駆け付けたプラスの生徒たちの応援の声が

響きます。その声援に後押しされてか、２人は
精一杯日頃の成果を出し切りました。
　結果は、個人戦で金賞１つ、銀賞１つを獲得
し、団体戦でも金賞に輝きました。団体戦でチー
ム名が呼ばれ、応援に駆け付けたプラス全員で
歓喜の雄たけびを上げた時、緊張感が一気に一
体感に変わりました。後輩たちも２人の雄姿を
みて「来年は自分が」と、実習の励みをつかん
でいました。

文責：松尾　綾乃

快挙！！

にしなり隣保館の館長が日々の出来事
について胸のうちで皮算用しているこ
とを語っていくよ。

エ
ル

カレ
通信
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「
仏
様
は
お
盆
に
帰
っ
て
来
る

の
で
す
か
？
」と
お
尋
ね
が
あ
っ

た
の
で「
お
盆
は
、日
頃
お
参
り

す
る
余
裕
が
な
い
方
に
、せ
め
て

一
年
に
一
度
は
お
参
り
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
方
便
で
す
」と
答
え
ま

し
た
。「
う
そ
も
方
便
」と
あ
る
よ

う
に「
方
便
」と
は
真
実
に
導
く

為
の
手
段
で
す
。
お
盆
は
、お
参

り
の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
の「
方

便
」で
す
。仏
様
は
、お
盆
だ
け
で

な
く
日
頃
か
ら
帰
っ
て
来
て
い
る
の
で
、お
参
り
を
お

盆
に
限
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。歴
史
を
振
り
返
る
と
、

日
曜
日
が
休
日
で
な
い
時
代
、お
盆
休
み
は「
藪
入
り
」

と
言
っ
て
、数
少
な
い
休
日
で
し
た
。家
族
が
集
ま
っ
て

お
参
り
で
き
る
貴
重
な
一
日
だ
っ
た
の
で
、お
盆
が
特
別

な
日
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

お
参
り
は
大
切
な
日
本
の
文
化
で
す
。昨
今「
墓
じ
ま

い
」「
直
葬
」な
ど
簡
略
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。現
代

社
会
は
、移
動
、伝
達
、生
産
手
段
な
ど「
時
間
」の
節
約
に

成
功
し
、物
質
的
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
お
参

り
す
る「
時
間
」ま
で
節
約
し
削
い
で
し
ま
っ
て
、心
が
貧

し
く
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

お
参
り
は
亡
き
方

の
人
生
を
偲
ん
で
自
分
の
歩
む
べ
き
道
を
見
通
し
、賢
く

な
る「
時
間
」で
も
あ
る
の
で
す
。 　
　

松
向
寺　

通
法

　タイトルからして気になっていた映画『焼肉ドラゴン』を観に行った。
大まかに言うと、大阪万博が開催されている時代に大阪国際空港（通称
「大阪空港」）近くで焼肉屋を営む在日コリアン家族の話。三姉妹と両親
とのやり取りは自分が幼い時の地域の雰囲気とよく似ていて、とても
懐かしかった。
　自分の思いを感情むき出しで言うことで、激しいケンカになるが、最
終的には決裂せず、何もない日常生活に戻る。また、ありえないような
（笑）縁ができた人を受け入れる懐の広さなど、見習うところも多かった。
　それを自分に置き換えてみると、スタッフと自分の感情むき出しで
意見を言い合うことや、様々なことを手伝いたいという人を受け入れ
ることなどは十分にできていないなと感じた。昔はできて今はできて
いないのだが、どこかで「本気」ですることを恥ずかしいと思うように
なったんだろうか？「本気」の反対言葉は「冗談」と知り、仕事は常に「本
気」である必要性を感じた。

にしなり隣保館「スマイル ゆ～とあい」は、地域コミュニ
ティ全体が抱える課題の解決をめざす民設民営の福祉施設
です。日々悩んでおられる困りごとはありませんか？お悩
み解決のためにできることをいっしょに探しましょう。

隣保館などで事業を行う中で感
じたことをつぶやいて、西成の
まちづくりに役立てていきます！まちづくりに役立てていきます！

なび編集長 寺嶋公
典

地域の縁を心でつなぐ
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